
 

 

   

 

 

２３年産夏秋野菜の需給・価格の実績 

資料 １ 



 

１．２３年産夏秋キャベツの需給・価格の実績 

注）「実績」については、「東京都および大阪市中央卸売市場における入荷量・価格の動向」等をもとに作成。 

 実績（１０月下旬時点） 備 考 

夏秋キャベツ 

(７～１０月) 

（入荷量） 

  ７月は、上旬に天候不順の影響を受けた群馬産や定植が遅れた岩手産が大幅に入荷減となっ

たが、その後生育が回復し前年よりやや入荷減となった。８月は、上旬に生育が回復した群馬

産、岩手産の出荷が潤沢であったことから、不作であった前年よりかなり入荷増となった。９

月は、降雨の影響から群馬産で一部病害虫が発生したことが影響し、前年よりわずかに入荷減

となった。１０月は、定植作業の遅れていた後続産地の千葉産の生育が回復し、不作であった

前年をかなり上回った。 

期間全体としては、前年をやや上回り、ほぼ平年並みであった。 

 (７月～１０月の東京都中央卸売市場入荷量の対前年比:１０３) 

 

（価格） 

７月上旬は、群馬産、岩手産の入荷減により、価格は前年を大幅に上回ったが、その後の生

育回復により、７月下旬以降８月中旬まで前年を大幅に下回って推移した。８月下旬以降も、

９月中旬までは、価格は前年をかなり下回って推移したが、９月下旬には、高騰したレタスの

代替需要もあり、前年を上回った。１０月は、後続産地の千葉産の潤沢な出荷により前年を大

幅に下回った。 

期間全体としては、価格が高めであった前年をかなり下回った。 

(７月～１０月の東京都中央卸売市場卸売価格の対前年比:８８)  
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（参考１） 

○23年産夏秋キャベツの入荷量と価格の前年比（前年を 100とした場合の指数、東京都中央卸売市場） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（参考２） 

○ 23年産夏秋キャベツの旬別卸売数量と価格の推移（東京都中央卸売市場） 
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上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

80 106 101 127 101 100 108 93 94 96 117 115

154 108 84 62 57 88 88 88 104 93 94 65
価　格 88

110 68 92 83

入荷量 103
96 109 98 110
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２２年入荷量 ２３年入荷量 ２２年卸売価格 ２３年卸売価格
(円/kg) (トン)



 

２．２３年産たまねぎの需給・価格の実績 

注）「実績」については、「東京都および大阪市中央卸売市場における入荷量・価格の動向」等をもとに作成。 

 実績（１０月下旬時点） 備 考 

たまねぎ 

(７～１０月) 

（入荷量） 

７月は、香川産は好調な出荷であったものの、主産地の佐賀産、兵庫産が前年より入荷減と

なったことから、前年より入荷量がかなり減少した。８月は、兵庫産が順調な出荷であったも

のの、佐賀産が例年より早く出荷期間が終了し、北海道産が生育の遅れから出荷が遅れたため、

ほぼ前年並みの入荷量であった。９月は、北海道産が長雨により収穫が遅れ、不作であった前

年よりわずかな入荷増にとどまったものの、兵庫産の潤沢な入荷により、前年をかなり上回っ

た。１０月は、北海道産が不作であった前年を上回る出荷となっており、また、中国産や米国

産が前年より大幅に入荷増となったことから、入荷量は前年をかなり上回った。 

期間全体としては、不作であった前年をやや上回り、平年をやや下回った。なお、国産は全

体的に小玉傾向であった。 

(７月～１０月の東京都中央卸売市場入荷量の対前年比: １０３) 

  

（価格） 

入荷量が不作であった前年を下回る時期もあったが、価格は期間を通じて高値であった前年

を大幅に下回って推移した。 

期間全体としても、高値であった前年を大幅に下回った。 

(７月～１０月の東京都中央卸売市場卸売価格の対前年比:７５) 
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（参考１） 

○23年産たまねぎの入荷量と価格の前年比（前年を 100とした場合の指数、東京都中央卸売市場）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考２） 

○23年産たまねぎの旬別卸売数量と価格の推移（東京都中央卸売市場） 
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上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

89 117 83 112 97 90 109 115 107 104 117 109

68 64 60 74 74 75 82 87 80 76 74 72
価　格 75

63 75 83 74

入荷量 103
94 99 110 110
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３．２３年産夏だいこんの需給・価格の実績 

注）「実績」については、「東京都および大阪市中央卸売市場における入荷量・価格の動向」等をもとに作成。 

 実績（９月下旬時点） 備 考 

夏だいこん 

（７～９月） 

（入荷量） 

  ７月は、青森産が順調な出荷であったものの、北海道産の播種期の遅れのため前年よりかな

り入荷減となったが、８月は、北海道産の生育が回復し潤沢な出荷となったことから前年より

かなり入荷増となった。９月は、上・中旬に前年を上回ったが、下旬に北海道産が台風の影響

による不作から出荷量が大幅に減少し、青森産も播種期の遅れの影響のため出荷量が減少した

ことから前年よりわずかに入荷減となった。 

期間全体としては、ほぼ前年並みで、平年をやや下回った。 

 (７月～９月の東京都中央卸売市場入荷量の対前年比:１０１) 

 

（価格） 

７月は、前年よりかなり入荷減となったことにより、価格は前年をやや上回り、８月は前年

よりかなり入荷増となったことから価格は前年を大幅に下回った。９月は、コンビニエンスス

トアのおでん需要もあり、価格が上昇する傾向にあるが、中旬までは前年を下回って推移した

ものの、下旬は入荷減から前年を大幅に上回った。 

期間全体としては、前年をかなり下回った。 

(７月～９月の東京都中央卸売市場卸売価格の対前年比:９２)  
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（参考１） 
○23年産夏だいこんの入荷量と価格の前年比（前年を 100とした場合の指数、東京都中央卸売市場）   

                                                                                                                  
                                                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（参考２） 

○ 23年産夏だいこんの旬別卸売数量と価格の推移（東京都中央卸売市場） 
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４．２３年産秋にんじんの需給・価格の実績 

注）「実績」については、「東京都および大阪市中央卸売市場における入荷量・価格の動向」等をもとに作成。 

 

 実績（１０月下旬時点） 備 考 

秋にんじん 

（８～１０月） 

（入荷量） 

８月は、北海道産、青森産が生育良好で出荷が順調であったため、入荷量は前年を大幅に上

回った。９月も、北海道産の出荷が順調であったため、入荷量は前年をやや上回った。１０月

は、台風等降雨の影響で北海道産の収穫作業が遅れたが徐々に回復し、入荷量はほぼ前年並み

となった。 

期間全体としては、不作であった前年をかなり上回り、平年をやや上回った。 

 (８月～１０月の東京都中央卸売市場入荷量の対前年比:１０７) 

 

（価格） 

８月から９月までは、９月下旬を除き前年を上回る入荷となったため、高値であった前年を

大幅に下回って推移した。１０月は、下旬に価格が下落したため、前年をかなり下回る価格と

なった。 

期間全体としては、高値であった前年を大幅に下回った。 

(８月～１０月の東京都中央卸売市場卸売価格の対前年比:７５)  
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（参考１） 

○23年産秋にんじんの入荷量と価格の前年比（前年を 100とした場合の指数、東京都中央卸売市場） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
（参考２） 

○ 23年産秋にんじんの旬別卸売数量と価格の推移（東京都中央卸売市場） 
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５．２３年産夏はくさいの需給・価格の実績 

注）「実績」については、「東京都および大阪市中央卸売市場における入荷量・価格の動向」等をもとに作成。 

 

 実績（１０月下旬時点） 備 考 

夏はくさい 

（７～１０月） 

（入荷量） 

  ７月は、長野産、群馬産の生育が順調であったため、入荷量は入荷の多かった前年並みとな

った。８月は、長野産が好天に恵まれて順調な生育であったことから大玉傾向となり、前年よ

りかなり入荷増となった。９月は、長野産が長雨や高温の影響により前年よりかなり入荷減と

なった。１０月は、後続産地の茨城産の生育は順調であったものの、引き続き長野産が入荷減

となったため、入荷量は前年をかなり下回った。 

期間全体としては、前年をやや下回り、平年並みであった。 

(７月～１０月の東京都中央卸売市場入荷量の対前年比:９７) 

 

（価格） 

 ７月は、入荷は前年並みであったが、価格は前年をわずかに下回った。８月は、前年よりか

なり入荷増となったことから価格も前年を大幅に下回った。９月中旬以降は、長野産の不作を

受けて価格は前年を大幅に上回って推移したが、１０月下旬は、長野産の出荷回復と茨城産の

出荷が順調であったため、価格は前年より大幅に下落した。 

期間全体としては、前年並みであった。 

(７月～１０月の東京都中央卸売市場卸売価格の対前年比:１００)  
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（参考１） 
○23年産夏はくさいの入荷量と価格の前年比（前年を 100とした場合の指数、東京都中央卸売市場）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（参考２） 

○ 23年産夏はくさいの旬別卸売数量と価格の推移（東京都中央卸売市場） 
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上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

78 119 107 110 100 118 104 87 88 68 91 121

131 88 86 74 57 54 77 140 114 157 157 65
価　格 100

98 60 108 116

入荷量 97
100 110 92 93
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６．２３年産夏秋レタスの需給・価格の実績 

注）「実績」については、「東京都および大阪市中央卸売市場における入荷量・価格の動向」等をもとに作成。 

 

 実績（１０月下旬時点） 備 考 

夏秋レタス 

（６～１０月） 

（入荷量） 

  ６月は、長野産、群馬産が比較的生育が順調であったが、入荷量は潤沢であった前年をやや

下回った。７月は、長野産が潤沢に出荷されたことから、入荷量は前年をかなり上回った。８

月は、群馬産がゲリラ豪雨の多発の影響で入荷減となったが、長野産が引き続き生育が順調で

大玉傾向であったため、入荷量は前年をやや上回った。９月は、８月の豪雨や台風の影響で病

害が発生した長野産や群馬産が入荷減となり、前年をかなり下回る入荷量となった。１０月は、

後続産地の茨城産が台風の影響で生育が遅れたが、長野産の出荷が回復したことにより、入荷

量は前年をかなり上回った。 

期間全体としては、前年をわずかに上回った。 

 (６月～１０月の東京都中央卸売市場入荷量の対前年比:１０２) 

 

（価格） 

６月中・下旬は、前年の入荷量をかなり下回ったことから、価格は前年を大幅に上回った。

７月中旬以降８月中旬までは、長野産等の入荷量が前年をかなり上回ったことから、価格は前

年を大幅に下回って推移した。８月下旬以降９月までは、長野産、群馬産等が前年入荷量をか

なり下回ったことから、価格は前年を大幅に上回って推移した。１０月は、前年の入荷量を上

回り、価格は前年を大幅に下回って推移した。 

期間全体としては、前年をかなり下回った。 

(６月～１０月中旬の東京都中央卸売市場卸売価格の対前年比:９４)  
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（参考１） 

○23年産夏秋レタスの入荷量と価格の前年比（前年を 100とした場合の指数、東京都中央卸売市場）  
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
（参考２） 

○ 23年産夏秋レタスの旬別卸売数量と価格の推移（東京都中央卸売市場） 

 

 

 

 

1２  

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

102 94 90 102 126 108 120 104 91 86 96 83 109 110 111
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(トン)



 

７．２３年産夏秋きゅうりの需給・価格の実績 

注）「実績」については、「東京都および大阪市中央卸売市場における入荷量・価格の動向」等をもとに作成。 

 

 実績（１０月下旬時点） 備 考 

夏秋きゅうり 

（７～１１月） 

（入荷量） 

  ７月は、福島産、岩手産が生育遅れのため、入荷量は前年をやや下回った。８月は、福島産、

岩手産の生育が回復し、出荷が順調となったことから、前年よりやや入荷増となった。９月は、

福島産の出荷が順調であったが、埼玉産が台風等の影響で生育が遅れ気味となったため、入荷

量は少なかった前年をわずかに上回った。１０月中旬以降、埼玉産、群馬産の生育が順調とな

り、入荷量は前年をかなり上回った。 

期間全体としては、前年をわずかに上回り、ほぼ平年並みであった。 

 (７月～１０月の東京都中央卸売市場入荷量の対前年比:１０２) 

 

（価格） 

入荷が急増した８月中旬及び９月中旬を除き、価格は前年を上回って推移し、９月下旬は

高騰し、その後も前年を上回って推移したが、１０月下旬は高値であった前年を大幅に下回っ

た。 

期間全体としては、前年をかなり上回った。 

(７月～１０月の東京都中央卸売市場卸売価格の対前年比:１０６)  

 

 

 

 

 

1３  



 

（参考１） 

○23年産夏秋きゅうりの入荷量と価格の前年比（前年を 100とした場合の指数、東京都中央卸売市場）  
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
（参考２） 

○ 23年産夏秋きゅうりの旬別卸売数量と価格の推移（東京都中央卸売市場） 

 

 

 

 

1４  

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

97 125 75 117 115 80 94 146 73 95 120 126

134 108 150 109 62 115 117 82 138 103 109 72
価　格 106

130 92 109 94

入荷量 102
96 103 102 113

期間計
7月 8月 9月 10月
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８．２３年産夏秋トマトの需給・価格の実績 

注）「実績」については、「東京都および大阪市中央卸売市場における入荷量・価格の動向」等をもとに作成。 

 

 実績（１０月下旬時点） 備 考 

夏秋トマト 

（７～１１月） 

（入荷量） 

  ７月は、遅れていた青森産の生育が回復し、栃木産も生育が順調であったものの、茨城産、

福島産は天候不順により入荷減となったこと等から、前年よりやや入荷減となった。８月は、

福島産が低温の影響で入荷減となったが、青森産の生育が順調であったこと等から、前年をや

や上回った。９月は、青森産、千葉産の生育が順調であったこと等から前年より大幅な入荷増

となった。１０月は、天候の回復により千葉産、青森産等が中旬以降前年を上回る入荷増とな

ったこと等から、前年をかなり上回った。 

期間全体としては、前年をかなり上回り、平年をやや下回った。 

 (７月～１０月の東京都中央卸売市場入荷量の対前年比:１０８) 

 

（価格） 

７月上旬から８月上旬は、前年を下回る入荷量となり、前年を大幅に上回って推移したが、

８月中旬以降は、８月下旬に一旦入荷が減少したものの、前年を上回る入荷量となったことか

ら前年を下回って推移し、９月は前年を大幅に下回った。１０月は、上旬に大幅な入荷減とな

ったことから前年を上回る高値となり、その後も前年を上回って推移したが、下旬は大幅な入

荷増により価格は大幅に下落した。 

期間全体としては、前年をやや下回った。 

(７月～１０月の東京都中央卸売市場卸売価格の対前年比:９７)  
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（参考１） 

○23年産夏秋トマトの入荷量と価格の前年比（前年を 100とした場合の指数、東京都中央卸売市場）  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
（参考２） 

○ 23年産夏秋トマトの旬別卸売数量と価格の推移（東京都中央卸売市場） 

 

 

 

 

 

 

1６  

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

86 134 80 102 124 86 138 141 102 77 108 142

135 119 113 140 96 95 77 67 63 115 120 75

109
108

97
121 106 69 98

入荷量

価　格

97 104 128

期間計
7月 8月 9月 10月
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